
キャリアアッププログラム２０２４（２学期）講座シラバス 

【ベーシック科目】 

科目名 経済学で紐解く日本の歴史 

副題 日本の歴史から学ぶ経済政策のヒント 

受講対象者 
この講義では、今までとは別の視点から日本の歴史を考えてみたい方、経済学を歴史という過去の教材

から学びたい方を受講対象としています。 

講座概要 

日本の代表的な歴史的テーマを取り上げ、経済学的見地から考察します。税制で少子化対策を

行っていた飛鳥時代、日本の貨幣史から探る日本と世界の経済、海賊禁止令がもたらした新た

な経済活動、江戸時代に行われた公共事業の意義、そして最後に世界初の先物市場の発明とな

った大阪堂島の米市場を見ていきます。 

到達目標 日本の歴史を経済学的に見直すことによって、歴史の本質が見えるようになります。 

講義計画 

第 1回  少子化対策としての租庸調 

第 2回  
日本経済と貨幣の歴史 -無文銀銭と富本銭、皇朝十二銭とインフ

レーション、宋銭、そして撰銭令- 

第 3回  治水工事の田中吉政－山城から平城に変わった経済的理由― 

第 4回  
海賊禁止令の派生効果 

-鯨取りと北前船、そして民謡の流れとその変遷 

第 5回  
江戸時代の公共事業の意義 

-佃島と利根川改修、貞山堀から考える- 

第 6回  大坂堂島の米市場-世界初の先物市場- 

講義の形式 座学です。 

講義方法 対面講座  

講義の進め方 
歴史的事象について説明し、それを経済学的にどう捉えることができるのか、そしてその現代

的意義は何なのか、考えていきます。 

教材などの 

追加負担 
教材の負担はありません。 

受講者への 

メッセージ 

実験が困難な経済学にとって「歴史」は重要な教材です。日本の歴史を経済学的に検証するこ

とによって、現代日本の経済政策を考える上で重要な示唆が得られるはずです。 

講師紹介 

野北 晴子（のきた はるこ） 経済学科 教授  

佐賀県生まれ。1986年佐賀大学経済学部卒業、89年広島経済大学大学院経済学研究科博士課

程前期課程修了、93年同大学院経済学研究科博士課程後期満期退学、90年広島経済大学助手、

94年講師、01年助教授を経て、07年より現職。最近の研究テーマは、長年の ASEAN諸国にお

ける日系企業の現地調査、ならびに本学の授業科目「広島地域ものづくり事情」の外部講師の

講義から見えてきた「日本的ものづくり」から、日本経済再生のヒントを探ることにあります。 

 


